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巻頭言　申 琪榮

コロナ禍の生命保険営業における「対面」営業の変化

危機としてのコロナ・パンデミックとフェミニスト知

カラ・ウォーカーによる《フォンス・アメリカヌス》（2019）
――パンデミック下のイギリスにおける BLM 運動の視点から

COVID-19 がジェンダー施策に与える影響――ドイツの男女平等戦略を巡る現状報告

COVID-19 と「ホーム」――フェミニスト地理学の視点から

パンデミックを生き延びる――マニラ首都圏都市底辺層女性のロックダウン下の日常生活経験から

コロナ禍のシングルマザー調査プロジェクト――1800 人の実態調査から見えてきたこと

パンデミック期の北京で生きる医師たちの日常

「X ジェンダーであること」の自己呈示――親とパートナーへのカミングアウトをめぐる語りから

腐女子の「ファンタジー・トラブル」――身体・欲望・妄想をめぐる BL ファンタジーの存在論

女性発達障害児者を支援者はどのような対象として考えているのか
――支援者に残るジェンダーバイアスとその再生産

若者の性の問題化の構造――保健体育科教科書における性感染症の記述を例に

ポストフェミニズムとしてのトランス？――千田有紀「「女」の境界線を引きなおす」を読み解く
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